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貼られた青貝は、触るとはがれてしまう状態であったが、何回かのクリーニングを経て、再び膠にて浮きや、
はがれの青貝を接着し、今後の保管、展示に耐えられる様にした修復技術は高く評価される。 
今回の提出物と口頭による審査を経て、指導教員５人が満場一致で東京藝術大学の博士の学位に充当する
との評価とした次第である。
